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青字：日程等確定 
赤字：日程等未定 

令和 3 年度年間活動計画 

（備考） 
※令和 2年度は、総会 1回、運営委員会 1回、幹事会 4 回を開催。
本案では、  総会 1回、運営委員会 2回、幹事会 4 回を想定。

※運営委員会・総会未開催の参画機関：
日本電気株式会社、東急プロパティマネジメント株式会社、DRI ジャパン、電力中央研究所、電子航法研究所、
労働安全衛生総合研究所

年月 総会・運営委員会 幹事会 

リスク・レジリエンス
工学学位プログラム
（前期：博士前期課程 
後期：博士前期課程） 

令和 
3 年 
4 月 

第 16回幹事会 
4 月 13 日（火）11:00-12:00 
オンライン（Zoom）

オープンキャンパス 
4 月 18 日（日） 
オンライン

5 月 

6 月 第４回総会・情報交換会 
６月８日（火）13:30-15:30 
オンライン（Zoom）

7 月 第 17回幹事会 
7 月 20 日（火）11:00-12:00 
オンライン（Zoom）

前期推薦入試・後期内部進学入試 
7 月１日（木） 

8 月 後期入試 8月 18日（水） 
前期入試 8月 19日（木） 
社会人特別選抜 8月 21日 (土) 

9 月 【参考】筑波会議 2021 
9 月 21 日（火）～30日（水） 
ハイブリッド形式（オンライン
およびつくば国際会議場）

10月 第 4回シンポジウム・第 18回幹事会・第 11回運営委員会 
10 月 13 日（水）オンライン（Zooｍ） 
第 18 回幹事会    11:00-11:30 
第 11 回運営委員会  11:30-12:30 
第 4回シンポジウム 13:30-17:00 

11月 

12月 

令和 
4 年 
1 月 

Joint Seminar減災との共同シンポジウム 
（第 5 回シンポジウム） 

1月～2 月 
 場所未定 
第 12回運営委員会・第 19回幹事会を同日開催 

社会人特別選抜 1月 29日 (土) 
前期入試 1月 31日（月） 

2 月 後期入試 2月 1日（火） 

3 月 
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Resilience Research and Education Promotion Consortium 
R2EC  
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今後の予定（案）

拠点ビジョン・ターゲット検討チーム 研究開発課題検討チーム 産学官共創システム検討チーム

～6/6 たたき台の作成（筑波大、防災科研
等）

課題の検討（筑波大、防災科研等）
関係機関への参画呼びかけ

体制の検討（筑波大、防災科
研）

6/7～
6/13

参画機関からの意見反映 たたき台の作成（参画機関） たたき台の作成（筑波大、防災
科研）

6/12(土)17:00～19:00 第1回 ビジョン・ターゲット検討会合（全参画機関、ステークホルダー等が参加）

6/14～
6/20

検討の深化、提案書案の作成 課題別の検討の深化、提案書案の作成
課題間の連携・調整の議論

6/18(金)16:30～18:00 第2回 ビジョン・ターゲット検討会合（全参画機関、ステークホルダー等が参加）

6/21～
6/25

～6/24 提案書の検討、確定 ～6/24 提案書の検討、確定 ～6/24 提案書の検討、確定

～6/24 参画機関に関する情報の提出
6/25 提案書の統合、確定

6/28～
7/2

代表機関、参画機関内の申請手続き
7/1 提案書の最終確認（筑波大、防災科研）

7/5 提案書の提出

（参考）令和３年度共創の場形成支援プログラム公募スケジュール（予定）

公募期間 ：令和3年5月11日（火）～7月6日（火）正午
書類審査期間 ：令和3年7月～8月
面接審査期間 ：共創分野 令和3年9月4日(土)、9月5日(日)、9月12日(日)
採択プレス発表 ：令和3年10月以降
研究開発開始 ：令和3年10月以降 28
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ビジョン・ターゲット検討会合の予定について

久世プログラム・オフィサー（PO）は、参加メンバーや関係者が
一堂に会し、徹底した議論に基づいて拠点ビジョンの策定を行う
ことを強く求めています。
そこで、以下の「ビジョン・ターゲット検討会合」を開催いたしま
すので、R2EC参画機関の皆様におかれましても、是非ご参加くだ
さい。

• 第1回
日時：6月12日（土） 17:00-19:00
場所：オンライン

• 第2回
日時：6月18日（金） 16:30-18:00
場所：オンライン

接続先等の詳細は、後日レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
事務局を通して、ご案内いたします。

追加資料

28



National Science and 
Technology Center for 
Disaster Reduction ( )
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https://www.secom.co.jp/isl/

http://nec-recruiting.com/event/event_internal.php

https://www.enri.go.jp/

https://www.bosai.go.jp/information/tender/intern/index.ht
ml

(2/2)
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2021.6/8 14:40-15:30
@ (Zoom)

参加対象

お問合せ
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局
 r2ec-sec★risk.tsukuba.ac.jp （★→@）

14：40～14：55　協働大学院教員による研究指導の実践報告
　　　　　　　　    　防災科学技術研究所　藤原　広行　教授（協働大学院）

14：55～15：15　指導学生からの報告
                                          防災科学技術研究所　水井　良暢　氏
　　　　　　　　   　（筑波大学リスク・レジリエンス工学学位プログラム博士後期課程）

15：15～15：30　質疑応答・意見交換

司会　岡島　敬一　教授（筑波大学 リスク・レジリエンス工学学位プログラムリーダー）

　レジリエンス研究教育推進コンソーシアム (R²EC) と筑波大学が協働で運営する
大学院リスク・レジリエンス工学学位プログラムの本格始動から 2年目を迎えました。
本学位プログラムでは、他に類を見ない協働大学院方式によるリカレント教育を
実施し、R²EC参画機関に所属する方々のスキルアップと学位取得を促進しています。

　今回の情報交換会では、実際に学位取得を目指し研究に取り組む社会人学生と、
その指導を行う協働大学院の教員から、研究の進捗とその成果を報告頂き、今後の
リカレント教育のあり方や指導方法について、オープンなディスカッションを行います。

大学院での学位取得やリカレント教育に興味がある方をはじめ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 です。

下記のフォームより、　　　　　　　までにご登録ください。

※ R²EC 総会構成員・陪席者及び筑波大学教員（協働大学院教員を含む）は申込み不要。

（筑 波 大 学 シ ス テ ム 情 報 エ リ ア 支 援 室）

 
　

https://forms.office.com/r/Z1Hr0w3Kc3

参加方法
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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム参画機関にお勤めの皆様へ

産学連携の学位プログラムで
あなたの  知 を 博士（工学）に変えます。キャリアアップ に繋げます。

リスク・レジリエンス工学学位プログラムは
社会人を積極的に受け入れます。
現代社会にひそむ無数の「リスク」
有事からしなやかに復旧する「レジリエンス」

協働大学院方式によるハイブリッドな教育システム
本学の専任教員に加え、レジリエンス研究教育推進コンソーシアム（下記）に

参画する12の企業・研究機関の専門家があなたの知を涵養します。

リスク・レジリエンス工学学位プログラムは
●現代社会で必要とされる４つの研究分野で構成

●自立した研究者としての研究能力を養成

●高度専門職業人としての研究能力と豊かな学識を養成

●博士後期課程（標準3年間）〈学位：博士(工学)〉

●修了後には大学の客員教員や非常勤講師として人材育成に携わる道も

学位プログラム：達成すべき能力が明示され、それを修得できるように体系的に設計された新しい教育プログラム

リスク・レジリエンス工学学位プログラムでは、
リスクを工学的方法により分析し、レジリエンス社会の
実現のために活用できる人材を養成します。

筑波大学大学院

詳しくは レジリエンス研究教育推進コンソーシアムhttps://r2ec.jp
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博士前期（修士）課程もあります。詳しくはプログラムサイトをご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.risk.tsukuba.ac.jp/

本プログラムの社会人を応援するコンテンツ

本プログラムの教員と研究テーマ   ー 学内外の指導教員の協働のもと、俯瞰的な研究指導が受けられます

社会人のための入学試験 長期・短期の学修計画

柔軟で多様な学修・研究環境 達成度評価によるきめ細かな学修サポート

リスク・レジリエンス基盤分野

協
働
大
学
院
教
員

協
働
大
学
院
教
員

専
任
教
員

専
任
教
員

協
働
大
学
院
教
員

専
任
教
員

協
働
大
学
院
教
員

専
任
教
員

日本自動車研究所
教 授
教 授

安部原也
内田信行

ドライバ行動，自動車安全性，自動運転
ヒューマンエラー分析，自動運転の安全性評価

労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所
准教授 岡部康平 労働災害，安全設計，協働ロボット，介護機器

産業技術総合研究所
准教授 佐藤稔久 運転行動の計測・モデル化，運転の楽しさ

大日本印刷株式会社

教 授
教 授
教 授
教 授
准教授
准教授
助 教
助 教
助 教

伊藤誠
イリチュ( 佐藤 ) 美佳
遠藤靖典
倉橋節也＊
木野泰伸＊
古川宏
齊藤裕一
高安亮紀
三崎広海

安全性，信頼性，ヒューマンファクター
　　統計科学，ソフトコンピューティング
クラスタリング，機械学習，データ解析
社会シミュレーション，経営分析，人工知能
プロジェクトマネジメント，システム開発
認知インタフェース，モバイル，教育・知識
人間機械系，システム安全制御
非線形数理モデルの信頼性検証，数値解析
計量経済学，ファイナンス，ビッグデータ

准教授 佐波晶 再生医療，不妊治療向け細胞画像解析，機械学習
アルゴリズムの実課題応用における制御

情報システム・セキュリティ分野

セコム株式会社
准教授 島岡政基 認証基盤，トラスト，セキュリティ研究倫理

教 授
教 授
准教授
准教授
准教授

津田和彦＊
吉田健一＊
面和成
片岸一起
西出隆志

自然言語処理，情報検索，ソフトウェア工学
インターネット，機械学習
ネットワークセキュリティ，暗号技術の応用
現代情報理論，智慧情報通信ネットワーク
公開 暗号とその理論，暗号プロトコル設計

都市防災・社会レジリエンス分野
防災科学技術研究所

教 授
教 授
教 授

臼田裕一郎
酒井直樹
藤原広行

防災情報，災害動態解析，意思決定支援
災害リスク，IoT/AI，リモートセンシング
地震・津波に対するハザード・リスク評価

教 授
教 授
准教授
助 教

鈴木勉
谷口綾子
梅本通孝
木下陽平

都市解析，空間情報科学
都市交通計画，リスク・コミュニケーション
人的被害軽減のための都市・地域ソフト防災
衛星測地技術の気象利用，SAR，MaaS 利用

環境・エネルギーシステム分野
産業技術総合研究所

教 授
教 授

加藤和彦
田原聖隆

太陽光発電システム，火災・感電リスク
ライフサイクル評価，インベントリデータベース

電力中央研究所

教 授 山本博巳 エネルギーシステム分析，低炭素エネルギー

教 授
教 授
教 授
助 教
助 教

岡島敬一
庄司学
羽田野祐子
秋元祐太朗
鈴木研悟

新エネルギー技術・システム評価
構造信頼性，地震・津波災害，ライフライン
環境動態，放射性核種，福島事故，エアロゾル
非破壊診断，レジリエンス電源
多主体系モデル分析，ゲーミング，工学教育

＊印は東京キャンパス常駐教員です。
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